
NEDO水素・アンモニア成果報告会2025

団体名：
発表日：2025年7月 日

発表No.

17

P3-45

連絡先：トヨタ自動車株式会社 CJP企画部 兼務 水素製品開発部

半谷 智弘（tomohiro_hangai@mail.toyota.co.jp）

トヨタ自動車株式会社、福島県双葉郡浪江町、株式会社エナジア、郡山観光交通株式会社

FCキッチンカー FC営業車 FCスクールバス

2階

個車

実証

1. 助成事業目的と研究開発体制

3. ’24年度実証結果および考察

4. 今後の計画
■新価値実証：電動車特有の調理や移動教室における環境改善調査、 高出力給電実証、 全車合同防災等

■今後の事業展開に向けた取り組み：ノウハウ総括と他地域展開のためのマニュアル作成等

目的：FCEVの「走る」機能に加え、水素の持つ「電力」に着目
マルチパーパスFCEVを通じた水素利活用を提案し、水素普及を促進

個車(2階)と共通(1階)の2階建てのテーマで研究開発を推進

2. 推進計画と進捗

’25年度

新価値実証

（新たな利活用価値の創出と

汎用性・展開を見据えた活動）

・実証車両の仕様検討

・実証計画

・データ記録簿策定

・水素エネルギー能力実証

・防災現場活用検討（w/自治体）

・実装課題抽出

・車内電力安定化

・給電の高出力化

・リアルタイム見える化

・各事業での新価値実証

・合同防災実証

・運用マニュアル策定

・事業における有用性実証

・水素エネルギー能力 季節間調査

・防災実証（個車）

・抽出課題の次期設計F/B

・高出力化 給電開発と実証

・見える化アプリ改善

1階
（共通）

2階
（個車）

・航続可能距離 事前評価

⇒水素タンク拡張開発

・実証車両の製作

フィードバック

各車 共通開発テーマ策定

・実稼働インバータ状態調査

・高出力化プロト機評価

・見える化アプリ試作、実証

フィードバック フィードバック

開発テーマ推進 開発アイテム実証

’24年度

全体事業実証

（走行および全ての給電実用を

通じた能力実証）

’23年度

部分事業実証

（走行および一部の給電活用を

通じた能力実証）

’22年度

研発事業準備

（各車設計・製作および

実証計画）

フィードバック

’24年度は、全体事業実証を通じた季節間調査や防災実証等を実施

’22年度より開始し、23年度に水素エネルギー能力調査等を実施

1階

共通

開発

マルチパーパスFCEVの給電技術を活用した新たな水素利活用モデルの構築

- FCEVで緊急支援物資を搬入・駆けつけ

- 避難所や可搬型蓄電池への給電

- 車両を災害対策事務所として活用

：FCEV電力を通信機器に活用、現場状況報告

- 要介護者向けエアーテント稼働

- 電動式トイレのデモンストレーション

電動式トイレ
(水不要、非接触
自動密閉梱包)

2階 部分：バリエーション実証と活用モデル検討（個車専用）

1階 部分：給電基本機能の技術開発（各車共通）

ユーザー
インターフェース

キッチンカー(FCEVバン)実証
オール電化キッチンカーの仕様確立・実証
⇒ FCEVキッチンカー活用モデル提案、展開

営業車(FCEVバン)実証
FCEVバンを活用したV2Xシステム構築
⇒商用FCEV活用によるBCPモデル提案、展開

スクールバス(マイクロバス)実証
FCスクールバスの仕様確立・実証
⇒自治体におけるFCEV活用モデル提案、展開

[調査協力者] 福島県

郡山観光交通 エナジア 浪江町

トヨタ自動車
高出力化

給電安定化
（電動架装技術開発）

実使用・実走行データ取得

走行/給電による水素消費データの取得、 実使用環境下における給電課題の抽出
フィードバック

- MIRAIを試験的に改造、燃料電池からの高出力DCコンバータを設計（新規車載）

- 用途は、V2V (Vehicle to Vehicle) 限定（系統連系なし）
プロトタイプ作成

航続可能距離

課題：給電中の情報精度不足

・ 航続距離

・ 給電時間

・ ステーション稼働など

車載インバータの電源品質 高出力給電の基本技術開発（10kW超） 高精度リアルタイム見える化アプリ

遠隔地

Analyzation 

PC

一次避難所への駆けつけ給電（防災訓練@いわき市立江名小学校）

V2Xシステムの開発：実運用に向けた制御安定性

防災現場での活用方法とその有用性を確認走行および本格調理での水素エネルギーの有用性を実証

水素エネルギー能力実証 日々の登下校実証

                   
 

  

   

   

                  

                  

 
   

 
 
 
  
 
 

       

  

  

           

  

  

  

   

   

  

  

  

   

  

   

  

良

走行燃費km/kg

                            

    

    

    

    

    

    

        

                               

 
 
 
 
  
 

調理時電費kWh/kg

FCの全発電量を対象

- 行き先 ：福島県須賀川市

- 走行距離 ：往復約50km

- 現地稼働時間：7h35m

- 提供メニュー：フランス料理（苺コース）

 

  

  

  

    

       

 
 
 
 
 
   
 
 
 

57.2
62.3

走行燃費km/kg

本格調理事業への実装

計2.2kgで余裕あり    

    

    

    

   

   

   

   

   

           

水素消費量kg（タンク容量：6.6kg）

調理時電費kWh/kg

0 20

          

校外学習実証
事業実装の内容 (FoodCamp)

   

   

   

   

    

 
 
  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

水素タンク容量: 9.7kg

BEV （同車格搭載バッテリー容量: 
105kWh - 126kWh 相当）

残水素量の基本統計量

平均消費量: 1.1kg

‘23/10月 12月 ‘24/2月 4月 6月 8月 10月

Min. 1st Qu. Median Mean 3rd Qu. Max. 

6.1 8.3 8.7 8.6 8.9 9.5

 

  

  

  

  

    

       

 
 
 
 
 
   
 
 
 35.0

42.1

走行燃費km/kg

        

給電時電費kWh/kg

0 20

- 行き先 ：福島県福島市

- 走行距離 ：往復約180km

- 現地稼働時間：4h32m

- 内容：会話、電子黒板、通信ノート等

実証内容

水素消費量kg (タンク容量9.7kg)

計5.1kgで実証完了
    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

           

校外学習における電力利用の有用性を実証

                    

  

  

  

    

                  

 
   
 
 
 
  
 
 

      

      

      

      

      

夏

秋

春

冬

良

行先
燃費

km/kg  

会津 46.2 

南相馬 50.2 

楢葉 50.1 

浪江 46.4 

白河 51.4 

福島市 47.9 

郡山 32.9 

須賀川 51.4 

仙台 58.5 

季節間調査：年間を通じて使用条件が一定なFCスクールバスを対象に、季節毎の水素消費量を調査

    

    

    

    

 

  

  

  

                        

      

      

      

      

      

      

▲36%

水素 0.52kg 相当*

*前提：走行距離30km

燃費km/kg燃費データ解析

燃費は良い方から夏、秋、春、冬の順で、夏と冬の燃費差は36%、水素0.52kg相当

調査期間：’23/10月～’24/11月

良 良

良

*前提：使用時間3h、電費18kWh/kg

秋 冬 春 夏 秋

‘23/10/2 11/6 12/2 2/8‘24/1/5 3/1 4/8 5/15 6/7 7/3 8/1 10/4 11/28

 

 

 

 

+3.2kW

冷房

暖房

‘23/10/2 11/6 12/2 2/8‘24/1/5 3/1 4/8 5/15 6/7 7/3 8/1 10/4 11/28

平均1.5kW

平均4.7kW 冷暖房出力kW

 

  

  

外気温℃グラフ：平均値+最大値

夏と冬の冷暖房出力の差は3.2kWで水素0.53kg相当*し、燃費差に合致

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

                

 

  

  

  

  

  

  

  

  

   

                

課題：走行風ゼロの高温環境への対応

緊急指令、停止

給電電力

FC冷却水温

kW

℃

time, s

- 無負荷時の全高調波ひずみ(THD)を調査

- 架装機器の誤作動なし（全実装車両において）

- 冷却ファン稼働

- 温度フィード追加、エアコンバック制御（可変電力設定）

20kW以上を維持
給電電力

FC冷却水温

time, s

kW

℃

改善

対策内容

対策後：20kW以上の給電出力を確認

Internet

BACnet GW

RTSControl PC

BACnet/IP

PCS 30kVA

フィールド

Modbus/TCP

データ測定・転送環境を構築

制御安定性をモニタリング

V2Xの動作計測システム V2X制御エラー発生数/月

防災実証の内容

 

   

   

   

   

   

                                                                  

          

 
  
 
  
 
 
 
 
 

不安定 ソフトウェア
アップデート (4/3)

安定

PCS内の通信トラフィック集中時の挙動を

トランザクション処理の実装により改善

実運用時のエネルギー能力原単位を取得 実運用に備えたV2Xの基盤技術を開発 実運用における水素消費の余裕代を確認

アプリ画面一例

日当たり水素消費量kg

架装機器に対して問題ない品質を確認 プロト機の製作完、高精度情報出力開発に着手

マイコン、計測器、通信機器を一体化

可搬型蓄電池
＋ソーラセット

エアコン付きエアーテント
（車内収納可能）

0 1 2 3 4 5     10
 150

 100

 50

0

50

周波数解析（ピリオドグラム）

THD 2.88%（想定値5%以下）
kHz

dB
Freq. Power Power

(Hz) (dB) (dBc)

50 40.2 0

100 -9.9 -50.1

150 3 -37.2

200 -20.1 -60.3

250 1.2 -39
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